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収集し情報を抽出した文献・データのリスト 

 
北海道古宇郡神恵内村の文献調査において，最終処分法に定められた要件に対応した項目，

地熱資源およびこれらの基礎情報である技術的観点からの検討のうちの地層や岩体，断層など

の分布（地形，地質・地質構造）について，収集し情報を抽出した文献・データの具体名をリ

ストにして次頁以降にまとめた。収集し情報を抽出した文献・データは，項目間の重複を除い

て 687 件であった。 
なお，地震・活断層，噴火，鉱物資源・地熱資源などの項目別に分けたリストについては，

それぞれの項目に関する説明書の添付資料としている。 
 
＜リストの記載方法＞ 
・著者名，（発表年），タイトル，雑誌や報告書名，巻・号・頁や発行所などの順で記載した。 
・ウェブサイトの場合，著者名，タイトル，閲覧日などの順で記載した。 
・著者名をアルファベット順で並べ，同じ著者の場合は発表年順で並べた。 
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